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抄録：これまで建設分野では，さまざまな情報システムを整備してきた．昨今は，各情報システムに蓄

積している情報の有効活用が注目されている．蓄積した情報を効率よく利用するには，建設分野全体を

捉えたシステム間の相互運用性を担保する仕組みを整備する必要がある．この環境を実現する一方策と

してメタデータレジストリ環境の整備が注目されている． 
 本研究では，建設分野におけるメタデータレジストリによる情報流通基盤の適用性を検証した．建設

分野におけるメタデータレジストリの利用場面（ユースケース）を抽出して実験シナリオを作成し，プ

ロトタイプを開発した．そして，実証実験を実施し，建設分野における適用性や有効性を考察した． 
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１．まえがき 

 
 建設分野で生成・蓄積した情報を効率よく検索・収

集・利活用するには，これまで整備を進めてきた情報シ

ステムを連携させて相互運用性を高める必要がある．し

かしながら，情報システムごとにデータ形式を定めた技

術標準（データ仕様やデータ標準などのいくつかの呼び

方があるが，本論文では「技術標準」と呼ぶ）が異なる

ことにより，円滑な情報システムの連携が果たされてい

ない．これまで，いくつかの情報システム間で連携を図

っている事例はあるが，今後は，建設分野全体を捉えた

システム間の相互運用性を担保する情報流通基盤を整備

していくことが重要な課題といえる． 
 このような課題を解決するため，昨今は，プラットフ

ォームや情報流通基盤の整備に関する研究が進められて

いる．そのなかでもメタデータレジストリ環境による情

報流通基盤の概念や方法論が注目されており，国内外で

研究が進められている．本論文でいうメタデータレジス

トリとは，各分野のさまざまな組織で作成されている技

術標準を登録，閲覧および管理できる環境を指す． 
 昨今進められている多くの既往研究によると，メタデ

ータレジストリの整備により，技術標準の流通，データ

の流通およびシステム間連携によるデータの流通による

IT投資の効率化の効果を享受する結論を得ている 1)．し

かしながら，軍事，医療や環境などの分野を対象として

いる取り組みが多い．我が国の建設分野が対象ではない

ため，建設分野にこの概念や方法論を導入することで業

務改善に繋がるかは未知である．すなわち，建設分野に

おけるデータ流通に関する具体的な場面（ユースケー

ス）に基づいたメタデータレジストリの適用性や有効性

が検証されていない状況である． 
 建設分野における既往研究としては，組織やフェーズ，

さらにソフトウェアやシステム間のデータ交換標準に着

目した整備が進められている．この研究成果は，事業全

体を捉えた情報流通基盤の整備の際，各情報システムを

連携させる有効な手段となる．しかし，メタデータレジ

ストリの概念については言及していない． 
 本研究は，建設分野におけるメタデータレジストリに

よる情報流通基盤の整備に向けた基礎的研究として，そ

の適用性や有効性の検証を目的として取り組む． 
 
２．メタデータレジストリによる情報流通基盤の概要 

 
 本章では，本研究が捉えているメタデータレジストリ

による情報流通基盤を概説する．図-1にメタデータレジ

ストリによる情報流通基盤のイメージを示す．メタデー

タレジストリには，さまざまな技術標準やメタデータ

（データの所在，形式，内容などを収録したデータに関

する情報）が登録されている．ユーザは，メタデータレ

ジストリを閲覧することにより，技術標準の所在や作成 
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図-1 メタデータレジストリ環境のイメージ 

 
者，関連する技術標準，さらにポータル，システムおよ

びデータの所在などを把握することができる． 
なお，ポータルとは，利用者が必要とするデータを提

供するデータ利用の窓口となるシステムを指す． 
 
３．建設分野のメタデータレジストリの利用場面の検討 

 
 本研究では，建設分野におけるメタデータレジストリ

による情報流通基盤の適用性や有効性を検証するため，

具体的な利用場面を抽出し，実験シナリオを作成した． 
（１）利用場面（ユースケース）の抽出 

 異なる組織間あるいは異なるシステム間におけるデー

タ活用の課題としては，データの記述形式が不明，デー

タの存在や所在場所が不明およびデータ取得に折衝が必

要などがあげられる．これらの課題に対して，メタデー

タレジストリを導入した情報流通基盤の実現による改善

効果を整理すると表-1のとおりとなる．表に示すとおり，

データの技術標準やデータそのものの検索・取得の効率

化，さらにデータの記述形式が明らかになることで再利

用性の向上にも寄与する． 
 一方，広く公表して組織を跨いで利用したい情報（メ

タデータレジストリ環境で扱う情報の候補）として，既

往研究では，建設分野を対象に，組織を越えて入手・利

用したい情報を調査している 2)．そこでは，地質情報， 
 
表-1 データ活用の課題と情報流通基盤実現による効果 

データ活用 

の課題 
課題の内容 

情報流通基盤実現 

による効果 

記述形式が不明 データが入手できても，

それを記述している形式

（データ仕様）が判らな

いため処理不能 

メタデータレジストリ

から技術標準を取得

し，データ記述形式を

明らかにする 
データの存在お

よび所在場所が

不明 

データ取得に時間と手間

を要し，真に必要なデー

タの早期発見が困難 

メタデータレジストリ

やポータルによるデー

タ所在の可視化 
データの取得に

折衝が必要 
有用なデータが必要な場

合，情報提供の折衝に時

間と手間がかかる 

ポータル経由でデータ

を取得し，時間と手間

を節約 

基準・要領類および地図情報の入手・利用のニーズが高

い結論を得ている．  
 本研究では，こうしたニーズを踏まえるとともに，以

下の考え方に基づいてボーリング柱状図の利用場面（ユ

ースケース）に着目した． 
・組織ごとに異なるボーリング柱状図の技術標準（地

質・土質調査成果電子納品要領）が適用されており，

組織を跨ぐ形でデータを統合的に利用する場合，デー

タ利用者は，各組織の技術標準を取得する必要がある． 
・技術標準の普及については，現在，国土交通省の

「CALS/EC電子納品に関する要領・基準」の Webサ
イトが技術標準の取得場所となっており，標準普及の

役割を果たしている．同 Webサイトではなく，メタデ

ータレジストリを必要する理由としては，同 Webサイ

トでは要領（人間が判別できる情報）を公開している

が，メタデータレジストリでは，システムが自動で解

読できる技術標準（記述形式が定型化された機械が判

別できる情報．例：XML Schemaで作成したスキー

マ）を公開することがあげられる．  
（２）実験シナリオの作成 

 本研究では，メタデータレジストリからボーリング柱

状図に関する技術標準を取得してデータ記述形式を明ら

かにし，ボーリング柱状図を利活用する実験シナリオを

作成した．今回作成した実験シナリオの対象者は，享受

する効果が大きいと想定されるシステム開発者およびデ

ータ利用者とした．また，実験シナリオで対象とする技

術標準は，国の技術標準（以下，「仕様 1」という）と，

自治体 A や自治体 B で用いられている技術標準（以下，

「仕様 2」という）とした． 
 統合的なデータ利用としては，異なる技術標準のボー

リング柱状図を 1つのアプリケーション上に重ねて表示

する場面を想定することとした． 
 実験シナリオの内容は，次のとおりである．  
ａ）システム開発者のシナリオ 

1．システム開発者は，社内の設計者より，ボーリング

柱状図には複数の技術標準が存在し，複数の機関で

管理されているので，これらを電子地図をインタフ

ェースとして一括して検索・閲覧，データ収集でき

る社内システムを開発してほしいとの要望を受ける． 
2．システム開発者は，メタデータレジストリにアクセ

スし，社内システムの整備に必要となるボーリング

柱状図の技術標準を検索し，仕様 1および仕様 2を
入手する． 

3．システム開発者は，入手した 2 種類の仕様を解読し，

電子地図をインタフェースとしたボーリング柱状図

の検索機能，仕様 1（XML形式）と仕様 2（CSV形

式）との間のデータ変換機能および同一画面でデー

タを表示できる機能などを設計し，社内システムを

開発する． 
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ｂ）データ利用者のシナリオ 

1．設計者 Aの会社では地質調査業務を受託した．発注

者から仕様 1に準じた XML形式のボーリング柱状図

が貸与される． 
2．設計者 Aの会社では，既に XML形式のボーリング

柱状図を電子地図上で表示する社内システムを保有

している．調査対象近傍にボーリング柱状図がない

かを検索したところ，データが公開されているシス

テムが 2つあり，自治体 Aと自治体 Bの CSV形式の

ボーリング柱状図を入手する． 
3．設計者 Aは，メタデータレジストリにアクセスし，

入手した自治体 Aと自治体 Bのボーリング柱状図に

関する仕様 2を入手する．そして，入手したボーリ

ング柱状図が，どのような制約・規定の下で作成し

たのか，個々のデータ項目やデータ定義などの詳細

を確認する． 
4．社内システムは，仕様 1と仕様 2とのデータ変換機

能を有している．設計者 Aは，電子地図上で発注者

より貸与した仕様 1に準じたボーリング柱状図と，

仕様 2に準じた 2つのボーリング柱状図を同一画面

上で並列表示（業務実施箇所の近傍のボーリング柱

状図を全て同一画面上で表示）して確認し，今回の

調査箇所を検討する． 
 
４．メタデータレジストリを用いた実証実験 

 
（１）プロトタイプの開発 

 実験シナリオに基づくシステム環境としては，メタデ

ータレジストリ，ポータルおよび個別情報システムが必

要となる．本研究では，既往研究で開発中のメタデータ

レジストリのプロトタイプを利用することとした 3)． 
 ボーリング柱状図を電子地図上で表示するシステム

（プロトタイプ）については，本研究にて開発した

（図-2の本研究で開発したプロトタイプ参照）．開発し

たシステムは，実験シナリオに基づいて，位置情報を持

つ数種類のボーリング柱状図を電子地図上で閲覧するこ

とができる．情報の所在位置にアイコンを設置し，アイ

コンをマウスでクリックして表示されるウインドウから

各情報をダウンロードできるものとし，下記に示すよう

な特徴を有する． 
・入手データを電子地図上に表示することができる 
・複数の仕様で作成された同種データの内容を，比較可

能な形に加工して出力することができる 
 システムは，地図の表示に Google社が公開している

Google Maps APIを用いた 4)．使用するコンピュータ言語

は Javascriptで，Microsoft社の Internet Explorerなどの

Webブラウザを用いてシステムを利用する．電子地図上

に表示する情報は，ボーリング柱状図を確認する際に参

照する資料として基準点成果表および業務報告書を加え

た次の 4種とし，地図表示機能およびデータ表示機能を

開発した． 
・ボーリング柱状図（XML形式） 
・旧ボーリング柱状図（CSV形式） 
・基準点成果表 
・業務報告書 
 地図表示機能とは，電子地図上のあるエリアに仕様 1
に準じたボーリング柱状図と，仕様 2に準じたボーリン

グ柱状図の所在情報とをポイントとして表示できる機能

である．また，各ポイントをクリックすると，データの

概要が表示される． 
 データ表示機能とは，仕様 1に準じたボーリング柱状

図，仕様 2に準じたボーリング柱状図を同一画面上で表

示できる機能である．仕様 2に準じた CSV形式のボー

リング柱状図については，仕様 1に準じた XML形式に

変換して表示させる． 
 なお，実験に用いるボーリング柱状図については，

XML形式の仕様 1（試作数 15）および CSV形式の仕様

2（試作数 20）に準じたデータを試作した． 
（２）実証実験及び考察 

 本研究では，メタデータレジストリのプロトタイプと，

実験システムとを用いて実験シナリオに沿った実証実験

を実施した（図-2参照）．本節では，実証実験で得た結

果を基に，建設分野におけるメタデータレジストリによ

る情報流通基盤の適用性を考察する． 
ａ）メタデータレジストリ（単独）の有効性 

・システム開発者およびデータ利用者の立場から，技術

標準が一斉に検索できるのは有効である．ただし，技 

メタデータ
レジストリ

データ利用者／
システム開発者

本研究で開発した実験用のプロトタイプ

 
図-2 実験イメージ 
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術標準が広く一般に公開される（メタデータレジスト

リに登録）ことが前提になる． 
・メタデータレジストリにより，技術標準の検索・取得

が容易となるため，異業種企業も参入しやすい環境と

なる（市場競争の活性化に寄与する）． 
・ボーリング柱状図に係わる技術標準は，旧版が多数存

在するとともに，各組織でデータベースが構築・運用

されている．このため，技術標準を一元的に管理し，

検索・取得できる環境の存在は重要である． 
・ボーリング柱状図に係わる技術標準の一部の版は，紙

媒体で提供されているため，技術標準の入手に時間・

手間がかかる．メタデータレジストリにより，技術標

準を管理すれば，検索・取得が効率化する． 
ｂ）ポータル（単独）の有効性 

 今回開発したシステムは，将来的にポータルに拡張す

ることもできる．ここでは，実験結果を踏まえて，ポー

タル単独としての有効性を考察する． 
・ボーリング柱状図は，路線別およびエリア別など電子

地図上での検索が適していることから，調査対象とな

る路線沿いや構造物周辺などを地図上で検索できる機

能は有効である． 
・異なる組織のデータを一元的に検索できるので，組織

ごとに散在するボーリング柱状図を一元的に検索・取

得できる機能は有効である． 
ｃ）メタデータレジストリ環境の有効性 

・メタデータレジストリがあることで，各技術標準が参

照できるのでデータ変換機能を有したシステム環境が

構築できる．この結果，異なる組織の技術標準の異な

るデータを，同一のデータ形式（フォーマット）で取

得できるようになり，データ変換の省力化に寄与する． 
・ポータル経由で入手したボーリング柱状図の技術標準

が検索できるので，データ品質，トレーサビリティの

確保の観点からも有効である． 
・旧版の技術標準に基づくボーリング柱状図は，最新版

と比較して，土質・岩石の分類コード体系が異なる．

このため，異なる技術標準に基づくボーリング柱状図

を集約し，地質解析・評価を実施する場合，データ品

質評価などの観点から原データの技術標準の取得が不

可欠である． 
・各組織にデータベースとして蓄積されてきたボーリン

グ柱状図を有効活用するには，旧版の技術標準に基づ

くボーリング柱状図など，古いデータも含めて最新デ

ータと合わせて統合的に利用できる環境が必要である． 
・国土交通省では最新の技術標準に基づきボーリング柱

状図を公開している．その内容は，直轄河川・国道沿

いなどの箇所の成果が多く（線形的に調査した成果），

データを面的に補間するためには，自治体などのボー

リング柱状図が必要となる．自治体などのボーリング

柱状図については，旧版の技術標準で整備されている

ことが多い．このため，メタデータレジストリを利用

して，異なる組織や技術標準を統合的に利用できる環

境を構築することは非常に有効である． 
 以上のことから，本研究では，建設分野におけるメタ

データレジストリによる情報流通基盤の有効性や適用性

は高く，導入効果を享受することが期待できると評価す

る．しかし，今回の実験結果のみで，建設分野全体に適

用性があると評価するのは判断材料として乏しいと考え

られる．したがって，今回の検証結果からは，効果を享

受できる（適用性の高い）可能性があると方向付けるこ

とが適切であり，今後も継続して検討することは有効で

あると本研究は結論づけた． 
 
５．あとがき 
 
 本研究では，建設分野におけるメタデータレジストリ

による情報流通基盤の整備にむけた基礎的研究として，

その適用性や有効性を検証した．メタデータレジストリ

を導入することによる効果を享受する建設分野の具体的

なデータ流通の場面（ユースケース）を抽出して実験シ

ナリオを作成した．そして，実験シナリオに基づいてプ

ロトタイプを開発して，実証実験を実施した．実証実験

の結果に基づいて，建設分野におけるメタデータレジス

トリの導入効果などを評価した．その結果，建設分野に

おけるメタデータレジストリによる情報流通基盤の適用

性が高い可能性がある結論を得た． 
 今後は，道路や河川分野を対象にした適用性の検証，

さらにメタデータレジストリと，ポータルまたは個別シ

ステムとが連動した利用環境で実証実験を実施し，さら

なる有効性を検証していくことが課題としてあげられる． 
 
謝辞：本研究を遂行するにあたり，建設情報標準化委員

会情報連携基盤小委員会の委員および WGメンバ各位に

は，実証実験の参加および貴重なご意見を賜った．ここ

に記して感謝の意を表する． 
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